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第

一

號

ご
§

の
名
自
論
者
に
由
-
0主
張
せ
ら
れ
、
旣
に
有
カ
な
る
學
は
愛
に
あ
ら
ず
し
て
、
寧
ろ
.是
等
を
背
最
と
し
て
货
幣 

說
と
な
>
つ
、
あ
.
bた
_り

:°
然
る
に
，ス
ミ
，ス
以
後
、
該
本
質
観
と
貨
幣
價
値
論
と
め
關
係
の
一
斑
を
描
出
せ
ん 

:用
語
は
金
廳
主
義
者
に
由
、
？
单
に
結
論
相
似
れ
る
の
，
と
す
る
に
在
3
。
詳
言
す
れ
ば
、貨
幣
を
目
的
と
觀
じ
、
 

故
を
以
て
、
其
の
根
本
精
神
を
異
に
す
，る
學
說
を
意
味
:
以
；て
實
體
價
値
を
必
要
ぞ
す
る
に
至
り
、
斯
く
て
貨
幣 

せ
し
め
ら
る

V
に
至

ぬ

。(
本
節
に
述
ベ
た
る
論
客
の
價
値
を
突

配
す
る
理
法
を
一
般
經
濟
惜
値
論
に
@
むる 

貨
赞
論
は
高
橋
誠
一
如
敎
授
に
ょ
な
本
_
よ
に
於
て
旣
|
'
に
茧
れ
る
一
派
と
ノ
貨
幣
を
手
.段
と
®
じ
、
以
て
實
體 

に
紹
介
せ
ら
れ
た
る
も
の
多
し
。
附
記
し
て
讚
者
の
參
:.
價
値
を
不
必
要
と
す
る
に
至
れ
，
斯
、
て
貨
幣
價
値
を 

照
に
便
す
。「

近
世
始
期
に
娘
け
る
货
幣
制
度
の
紊
亂
ぢ
一
：支
配
す
る
理
法
を
一
，般
經
濟
價
値
論
ょ
り
獨
立
せ
る
土 

V

ル
ナ
ル
ド
•ダ
ヴ
ン
ザ
T
_チ
の
貨
幣
論J

.

第
八
卷
第
九| 
:
毫
の
上
に
建
立
す
る
に
至
れ
る
一
派
と
を
對
比
す
る
の 

號
第
十
舰
、「

ジ
ョ
ン
ノ
ロ
フ
ク
0
利
子
學
說」

第
十
ニ
卷

\

一
事
に
存
す
。
何
故
に
然
る
や
の
問
題
に
は
愛
に
觸
れ 

第
十
二
號
、(

以
上
經
濟
學
史
硏
究
收
髋)「

デ
ク
ィ
r

ヒ

|
す
、
其
は
別
個
の
問
題
を
形
成
す
。(

完)

1
ム
の
货
幣
論」

第
十
四
翁
第11!藤

)

::-.: 

.
 

\ 

.

今
や
吾
人
は
ス
ミ
.ス
双
前
の
貨
幣
價
値
論
を
檢
討
し
^
^

終
れ
&
°
斯
く
て
吾
人
は
正
_
學
派
貨
幣
價
値
論
生
誕 

-

-

-

-

-

-

-
-
-
--

の
沿
革
を
知
得
し
、
主
觀
的
貨
幣
價
値
論
の
萠
芽
を
採 

求
し
、貨
幣
數
量
說
を
檢
鍈
し
、
法
制
的
名
目
學
說
の
先
■:

L

徵
利
思
想
..

.

.

. 

.

.

. 

.

.古
代
諸
國
は
徵
利
に
關
す
る
思
想
に
，於
て
步
調
を
一 

俱
に
し
て
居
つ
れ
。
其
を
屏
類
ぜ
る
根
據
た
る
理
論
に 

:

於
て
は
各
自
年
代
を
異
に
し
地
域
を
異
に
し
、
特
有
な|

る
社
會
鈕
織
ビ
特
有
な
る
哲
學
、
宗
敎
を
保
持
す
る
に

...VI,

:

從
て
蜜
異
を
生
じ
、1.

方
の
®
學
的
な
る
に
反
し
ぐ
他I

 

方
は
宗
敎
的
、
：，一
方
の
實
踐
的
な
ー
る
に
反
し
て
他
方
..
0I 

論
理
的
な
る
は
免
れ
難
き
も、

し
か
も
何
れ
も
徵
利
を
.
、

非
雛
し
；て
單
：に
禁
止
せ
ら
る
べ
き
の
み
に
非
す
し
て
一 

の
罪
惡
と
做
し
敢
て
犯
す
潜
は
罪
人
ど
し
て 

一
ac
處
刑 

をg

せ
ら
る
べ
き
も
の
€
爲
す
事
に
於
て
一
致
し
て
居 

0
^
.
0
古
代
の
社
會
は
等
し
く
高
利
に
苦
し
ん
で
屈
つ

笫
十
九
卷(

--
-
•
三--〕

雜

錄

盤
_
門
教
法
(!
1
|
1
^
现
は
れ
し
微
利
思
想 
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號

一

三

力
な
る
土
豪
に
し
て
借
手
の
貧
弱
な
る
農
民
た
る
場
合 

多
く
且
つ
其
は
主
t
.レ
て
消
費
の
爲
に
で
さ
れ
し
の
事 

實
は
利
率
を
自
ら
高
步
に
置
き
、
社
會
全
般
を
困
窮
の 

淵
に
沈
淪
，せ
し
め
れ
。
徵
利
貸
借
は
貧
窮
せ
る
農
民
を 

益
ノ
窮
迫
に
苦
し
ま
し
め
て
露
少
に
有
す
る
者
ょ
ぢ
其 

.有
す
る
寒
少
な
る
物
を
奪
a
て
多
额
に
有
す
る
者
に
是 

.を
與
ふ
る
の
事
實
を
示
し
、
當
時
に
ぁ
り
て
は
®
金
業 

ょ
り
も
多
額
を
所
得
し
得
る
產
業
は
存
し
な
か
つ
た
。
 

-而
し
て
斯
く
の
如
き
事
實
こ
そ
等
し
く
古
代
諸
國
に
於 

て
徵
利
を
目
し
て
罪
惡
な
り
ミ
做
S
し
む
る
原
因
を
爲 

す

も

の

で

め

つ
/̂
。

.
希
臘
に
於
け
るpl

^
O
I
V
A

n.stoteies

の
利
子
に
對 

す
る
態
度
.ノ
羅
踢
に
於
け
る
十
二
銅
表
を
以
つ
て

す

 

る
利
子
の
制
®

、Cato 

Cicero, 

Seneca, 

Pliny,

竝
に 

C
O
I
U
m
e
u
a

等
の
徵
刹
に
對
す
る
非
_
"
舊
聖
書
に
表
は 

れ
し
希
^
双

の

徵
利
M
想
、
新
約
聖
»

&
に
原
始
*

«
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三
二

敎
、
敎
父
ノ
長
老
の
徵
刺.に
»
す
る
非
雛
.等
は
旣
に
中 

,

世
期
、
.敎
會
法
：の
徵
利
論
で
關
聯
し
て
旣
に
知
悉
せ
ら

：. 

る
、
所
，で
あ
る
。
埃
及
の
法
制
に
於
て
も
利
子
の
制
限 

乂
布
^

^
法
典
は
刺
子
が
原
本
こ
同
额
に
達
す
る
時
-
最 

.早
增
大
す
る
窜
な
き
を
究
め
，

(
岡
村
敎
授
、
利
4
制
度
、 

^
法
十
卷
2£
號)

ぐ
ム
メ
ッ
,'
ト
法
制
も
等
.し
き
態
度 

を
持
し
"「

神
は
賣
買
を
許
し
給
べ̂

も
徵
利
は
是
を 

禁
世 

>
J
0 

V
J
n
!

ノ
ン
は
示
す
。(G

i
d
e
r
o
:

 
c
o
u
r

 

d
b
c
o
n
o
m
i
e

 

poiit

^-ue; 

translated 

from 

the 

3
a

Ed!tion_ 

1913, 

p. 

5
5
4
)

、

洵
に
希
，臘
、
羅
渴
，
希
伯
來
、
埃
及V
波
斯
に
於
け 

る
S
等
し
ぐ
古
代
印
度
に
於
て
も
徵
利
は
非
難
せ
ら
れ 

^O 
婴
«

^
敎
の
法
經(

D
h
a
r
m
a
s
u
t
r
a
l
i
K

 
典(Dhar- 

masastra)

は
徵
利
を
婆
羅
ra
族
、
刹
帝
利
族
に
禁
じ
て 

吹
舍
、
首
陀
羅
の
W
族
に
：の
み
許
さ
る
ベ
き
の€
な
し
、 

し
か
も
徵
利
貸
俏
な
る
特
別
な
る

1

項
^
設
け
て
利
率

に
關
し
て
明
細
^
る
規
兔
を
足
め
て
峻
烈
を
以
；て
.是
に 

.臨
みr

可
能
的
に
徼
利
の
行
は
る
、
範
圍
を
極
少
な
ら.
 

し
め
顧9J

企
圖
し
て
居
る
。

a
藥
羅 

i
_
^
”
a

tr
*
.
日
S) 

'
刹
帝
利(Ksllatriyas)̂

(̂vaisya3 

酋
陀
繃(sadra)

は
所
謂
印
度
械
姓
に
於
け
る
四
姓
レ
し
て
僧
族
"

.

武
士
族
、
庶
民
族
竝
に
隸
旙
族
で
わ
るo斯
ぅ
し
て
貴
族
た
ろ
二
姓 

1:
は
徵
刹
な
禁
じ
、1般
の
產
槳
階
級
に
わ
る
人
々
に
の
み
楚
か|1

U

 

.

盤
羅
門
法
制
に
表
R
し
徵
利
思
想
を
考
察
す
る
前
に 

古
代
：

i
r

度
に
於
け
る
徵
刹
貸
借
の
實
際.に
關
し
て
其|

V
班
を
窺
ひ
知
る
の
要
が
ある

。

し
か
も
^
嫌
門
法
制
を 

除
ぐ
他
0|

切
の
文
書
、
即
ち
法
經
法
典
以
外
の
一
切 

ン
の
婆
羅
的
敎
典
、
原
始
佛
敎
に
關
す
る
一
切
の
經
*
、 

詩
史
、
ブ
ラ
ー♦ナi

p
u
r
a
n
a
)

等
に
皞
る
も
徵
利
贷
借 

の
旣
に
行
は
'れ
し
を
知
る
以
外
に
明
細
な
る
狀
態
に
關 

し
て
何
等
推
知
す
る
を
.得
な
い
。

r

coaduions accoldiag t

'peady 

Baddhrt 

Literature; 

p 日
I 

bridge IJiscry 

o
f 

ladia, v
o
l
1;1922,ohapvnl

ソ迖別ふ。

詩

史
 

K
a
m
a
y
a
n
a

 

(

CO
O
Q
. 

B
.

0

.

)

：は

A
y
o
d
a
v
a

 
の 

都

を

敍

し

：て

常

時

に

あ
^

V

で

鈒

作

業

の

商

人

の

手

に

ょ
 

5
て
營
ま
る
2:
說

き(

\
\
-
^
.
1
.
1
 

History 

of India 

VO
L 

K. 

K
amay

a
n
a
. 

p, 

1
6
5 

)
、

原

始

佛

敎
.
書

は

海
®

 

に

於
て
は
有
力
な

る

商

人

ド

侬

り

て

：
平
形
の

發

行

せ
ら 

-

れ

し

2:
示

す

(

^
^
3 

D
a
v

p:: -BuddHs 
け India 
;

,'
I 91

7
.

?
S
I

〕

，も
刹
率
に
關
し
て
何
等
說
ぐ
所
が
な
い
。

‘
齑
業
の
發
達
は
資
本
の.發
生
、
增
加
を
，促
し
其
增
加 

は
必
然
的
に
信
用
の
發
生
ぞ
伴
ふ
ベ
ぐ
婆
羅
門
敎
時
代 

s
o 
w
. 

G
.
-
4
0
P
B
.

.
P

0
に
於
て
は
手H

業
の
骰
達 

ぞ
內
地
纪
於
け
.る
隊
商
、
海
®
に
於
け
る
賀
.易
商
の
發 

達
と
は
徼
利
貸
借
を
必
要_
ら
し
め
：た
。
婆
羅
^
法
經
、

法
典
：は
利
率
に
關
し
て
明
細
に
规
宠
し
た
。
法
典
中 

.最
古
な
^V'VJ 
做
^
る 

V Ga
u
t
a
m
a

 

法

典(
G
a
u
t
a
m
a

Duamasatsra , 
5
0
0W
.
C
.

)
は
貸
付
げ
&
れ
し
货
仔
の 

利
子
は
二
十K

a
r
s
K
a
p
s
a

に
對
し
て
五M

a
s
H
a
,

即

ち
一
ヶ
月
一
分 
一
一M
五
毛
、

一
ケ
年
一
割
五
分S
な
し 

(
X
I
I
、
2
9
) Vasishtba -

法
典(vasishtha Dharmasastra

:

年
代
不
明
、

マ
ヌ
法
典
ょ
り
古
き
も
の

)

も

G
a
u
t
a
m
a

 

を
引
用
し
て
ニ
ナKa

r
s
h
a
p
a
n
a

の
元
本
は
一
ケ
月
K 

五

M
a
s
h
a

の
利
手
を
生
す
べ
き
を
承
し
た
。

(

«

5
C

姓 GJlutasa 
X
It~
1
, 

M
ip
M
'̂
M
aa,
a
,
t
t
a

0

ti
:
.l:
^
s
î-
xKarshapaba 

It
ニ 
十；Masha

i:
し
又 
ニ 
十 Karshapana 
は
四
西 IVIashao

if
i
iし 

.て
一
少
月
丑^ggTPP

の
.利
子
^
/!
-す
る
の
で
わ
る
。

B
s
d
a
y
a
n
a

 

法

典(Barldayana 

Dhamasastra 

年 

代

不

明
^

8
td
, C

 

•頃
か
}
..は
前
.一
一
法
典
ビ
異
な
 々

て
?/M

a
s
h
a

 

の
.刺
.子
を
.
す̂
る
.は
ニ
|'十 Karshapana 

に
非
ず
し
て
ニ
十
五Ka

r
s
h
a
p
a
n
a

な
^N

?!:

な

し(
I
X

 

2
1
)

て
月.1

分
、
年

'一
割
ニ
分
な
る
ベし
さ

な
し
て
、

ょ
り
低
步
に
置
い
た
。
し
か
も
年

I

割
ニ
分
な
る
べ
し 

W

の
法
規
は
單
R

B
a
n
d
a
w
a
n
a

に
見
る
の
み
で
後
期

谘

十

九

猞

a
H
i
s
雜
：

錄

狻

錨

！：

敎
法
制

U現
は
.れ
し
徵
利
思
想

第一

號

一
 

§



笫
十
九
狯
P

H四)

；

雜
':
;
.錄

^
^
:
教
法
肺
に
現
は
れ
し
徵
利
思
頃

馈1

跋

1

3
四

諸
法
典
す
ら
雄
一
割
五
分
4

め
て
ゐ
る
。
蕭

門

•法

.

I
つ
て
他
の
三
姓
は
會
h

i高
率
を
奪
ら
る
、 

典
中
最
も
有
名
で
現
今
の
.印
度
法
律
の
制
定
に
際
し
て
：

ベ
t

の
S
定
め
&
れ
て

ゐ

气

即「

利
率
は
債
務
激
 

_
考
に
伯
せ
ら
れ
た」 M

S
U

法
典) (

M
a
n
a
v
a

 D
h
a
r
m
a
*

の
種
姓
に
從
ひ
てj

ケ
月
百
に
對
し

て

ニ

、

三
*
四
、五 

sastra, 

2
8 B. 

C
)

も v
a
l
h
a
w

引
用
し
て
月
、

な

る

べ

 

く」
(

n

 I
r
s

 ; 

M
a
n
u

 V
I
I
I
,

1

 

1

分 
u
Jr
i
五
毛 
S
 
し
 

2

ロ」
4
0
)
：N

a
l

 

法
典 
一 

s
n
u

 VI. 

2
;
N
a
r
a
d
a
I
.
X
,

 3)

驚

門

は

一
ヶ

月

ニ
 

9

1

 

I

I

 

2
0
0

 

>
• D
o
.も
其
に
左
一
分
、
刹
帝
利
は
三
分
、
吠
舍
は
四
分
、
而
し
て
首
篇

机
す
る
。
-P9

9
)
。

し
，か
もh

M
2n

u
,
N
a
r
a
d
a

の
兩
法
一 

典
は
各
自
其
註
に
於
て
斯
く
の
如
き
低
步
はff
i
當
の
#
 

_

 

し
て
最
も
確
實
な
る
時
に
於
て
の
み
ど
な
し

(KUItuk- 

l 
ahiiatta; 

sarvayna.Narayana ; 

ilaghaunanauda 

. 
ノ
 

N
a
n
d
a
n
a
k
a
r
y
a
;

四
氏
の
驻〕

其
存
せ
ざ
る
時
は
|
:
ヶ
月 

w
R
a
n
l
l
a

に
對
し
て 
一j R

g
H
a

の
利
子
如
年
一
一
割
四
分 

の
利
率
が
正
當
に
課
せ
，ら
る
べ
し
？
定
めft
。(

M
a
n
u

 

| 

VIII 

1
4
0
; 

N
a
r
a
d
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 I 

x

 

I
)

し
か
も
擔
保
品
の
存
す 

る
時
は
種
姓
の
*
何
に
係
ら
す
年
一
割
五
分
な
る
べ
き.
 

に
反
じ
飞
擔
保
品
の
存
ぜ
ざ
る
時
に
於
て
は
年
ニ
割
四

.(nistoire de 

l^conomie 

politique 

des 

Peuple 

andent; 

100
7
8
, 

vol 

2
; 

pp., 

1
400
-1
4
9

)

ビ
爲
す
も
« 

ぐ
の
如
き
所
論
は
該
利
率
が
法
定
最
高
限
で
ぁ
つ
て
其
，
 

;L
'
以
內
6
於
：て
自
由
に
«
借
し
得
る
0
鄯
實
に
留
意
_

 

--
卜
し
に
依
る
誤
認
で
古
代
印
度
®
徵
利
貸
借
を
沮
害
せ| 

し
は
富
を
否
定
せ
ん
占
す
る
印
度
：思
想
;̂
當
時
の
貸
借 

「

の
主
ど
し
て
消
費
を
目
的
ヾ」

す
る
其
な
b
し
i
の
兩
個 

の
理
ri
i
ょ
り
し
て
§
:
に
加
へ
ら
れ
し
非
難
に
基
因
す 

る
。
而
し
て
紀
元
前
遂
贫
取
以
後
に
於
て
は
刹
帝
利
文 

明
漸
く
除
®
に
し
て
其
®
學
恩
想
もU
p
a
n
l
s
h
e
d

を
經 

て
六
派
哲
學
ミ
な
り
佛
敎

f

敎
と
な
ら
て
想
想
的 

,
に
刹
帝
利
は
薬
羅
門
の
上
位
に
在
る
の
み
に
非
ず
各
地 

に
抑
居
す
るR

a
j
a

も
务
良
に
勢
ヵ
を
扶
殖
し
て
社
會 

,:'
:
的
重
耍
0
地
位
を
.占
：め
し
が
故
に
婆
羅
門
法
典
屮
に
定
ー 

む
る
各
種
姓
に
適
合
せ
し
め
し
法
規
の
如
含
は
果
し
て 

如
何
な
るig

ま
で
實
施
せ
ら
れ
ゃ
は
不
明
で
ぁ
る
。
當 

期
に
あ
り
て
は
婆
羅
門
が
刹
帝
利
の
下
位
に
在
り
し
の

は
五
分
ミ
定
め
ら
る
。
し
か
も
這
般
の
高
率
は
擔
保
品 

'の
存
せ
ざ
る
時
"
常
に
®
せ
ら
れ
し
利
率
に非
ず
し
て
，
 

.貸
手
の
徵
利
を
業
ビ
す
る
時
、
ょ-
低̂
き
利
息
に
て
S 

生
活
を
支
持
し
得
ざ
る
時
に
於
て
の
み
疋
當̂
取
得 

し
得
る
金
刹
に
し
て
當
時
の
利
率
上
に
於
け
る
法® 

是
認
せ
る
最
高
限
を
爲
せ
る
も
の
.で

ある
。(

g
g
c 

VIII 

142, 
Govlnderaga; 

Medlatithl; 

ニ
氏
の
；

jj；H

ノ
。
 

M
e
s
d
u
-
M
a
t
i
g
n
y

氏
は
稱
姓
を
異
に
す
る
に
從
a
て
利 

率
を
異
に
す
べ
き
の
事
實
は
徵
刹
貸
借
をし
て
著
し
く 

煩
雜
な
る
も
の
た
ら
し
め
て
終
に
信
用
の
發
達
を
著
し

み
に
非
す
吠
舍
"
首
陀
羅
の
如
き
庶
民
階
級
も
社
會
の 

.大
部
を
占
め一

切
產
業
.を
占
有
し
て
產
業
階
級
ど
しV

 

.

ぐ旣
に
社
會
的
地
位
を
確
取
せ
し&
故
に
斯
く
の
如
き
M 

姓
に
依
り
利
率
の
變
觅
は
事
實
上
存
せ
ざ
り
し
も
の
ド 

j

..
 

l
M
ff
i
せ
ら
る
。
..

|

 

:
擔
保
の
存
せ
ざ
る
時
利
率
は
月
二
分
內
至
芄
分
の
高 

利
に
し
て
、
擔
保
の
.存
す
る
時
は
，月

一

分
ニ
厘
芄
毛
に 

|

過
ぎ
ざ
る
べ
し
、
ヰ
の
法
規
は
當
時
に
於
て
擔
保
品
は 

徵
利
貸
借
上
に
如
何
に
重
嬰
視
せ
ら
れ
し
や
を
示
す
も 

の
で
あ
る
。洵
に
擔
保
は
貸
借
.の
保
證
で
あ
つ
て
、
必
須 

L

不
可
缺
の
要
素
と
做
さ
れ
て
居
た
<.Brihaspati:

法
典

F

パ
~ (BHhaspati Dharmasastra; 200 A. 

!
>
.

)

は
徵
|̂
|
貸
|日 

を
規
宠
す
る
に
先
ち
て
其
習
頭
に「

貸
主
は
適
當
の
價 

,,.
値
あ
る
擔
保
存
す
る
•か
、
確
實
な
る
保
®
人
の
存
在
す 

る
か
^
非
ん
ば
貨
幣
を
貸
與
す
る
事
勿
れ」

。
C
X
I
, 

I)

.

.ど
說
き
て
其
を
示
す
。
擔
保
品(adhikrigata)

は
偾
權

第
十
九
卷(

ニー一芄)

雜

錄
婆
羅
門
敎
法
制
に
現
は
れ
し
徵
利
思
想

笫

號

1

三泯



-V  
>

第
十
九
卷

a

三
六)

雜 

着
に
依-̂
て
單
に
保
持
せ
ら
：る
：

用
、
享
樂
せ
ら
る
ベ
き
も
の
ど
の
ニ
に
割
る0 

9

^

1
 

I

 

G
5

)

墙
に
保
持
せ
ら
るV 
&
*
保
品
ど
は
所
謂
質 

'物
に
し
て
偾
權
者
の
單
.に
占
有
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の 

で
あ
つ
て
、M

a
n
u

法

典VIII 

1
5
0

の
註
に
於
て
各 

註
者
は
其
例
€
し
て
嵌
恨(

M
e
d
h
.
K
U
I
L

 

R
a
g
b
a
.

三 

氏)

、
装
飾
品(KuiL Ragha. 

ニ
氏)
.、
露
臺(

N
a
r
a
o

等 

を
擧
げ
る
。
革
樂
せ
ら
る
ベS
擔
保
ミ
は
傭
權
者
は
壙 

保
品
を
軍
に
占
有
す
る
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
是
を
使
明 

改
益
し
得
る
も
の
で
；其
は
土
地
：の
如
き
不
動
產V
竝
に 

家
畜
奴
隸
如
き
動
產
等
ょ
り
な
る

o
(
M
a
n
u

 ; VIII 

1
4
3

 

註)

檐
保
は
以
上
雨
者
中
佩
れ
に
働
す
る
を
問
は
デ
常 

R
引
渡
さ
れ
し
當
初
と
等
し
き
狀
態a
保
*
せ
ら
る
ベ 

き
も
の
で
、
苦
し
然
ら
ざ
る
時
は
、
贷
主
は
利
子
を
失
ふ 

へ
き
も
の
で
あ
る
o
而
も
其
が
不
可
，避
«
る
運
命
若
し 

く
は
國
法
に
®
因
せ
♦
貸
虫
の
養
意
に
依
り
て
生
せ 

し
.時
、
加
へ
ら
れ
し
損#
.の
程
度
に
從
.ひ
て
貸
主
は
®

の
で
あ
つ
て
苦
し
借
主
の
使
用
を
許
す
時
は
衣
服
も
裝 

飾
品
も
疋
當
に
使
用
せ
ら
る
べ
き
も
の
で

f

°
然
ら

錄
婆
羅

E

教
法
制
に
現
は
れ
•
し
徵
刺
思
想 

龄

ー

猓

ご

5
ハ
 

も
の

£
偾
權
者
に
使
に
利
子
を
失
ふ
の
み
で
無
く
元
本
た
る
偾
權
の

一
部
、

游
し
く
は
全
部
を
其«

«
の
賠
償
と
し
て
喪
失
す
るR 

到
る

^
容
ョ
をL

 

1
2
6
)

衛
保
品
は
耀
に
保
持
せ
ら
る
べ 

き
其
な
るw

享
樂
せ
ら
る
ベ
き
其S
を
間
は
ず
決
し
て 

借
.主
の
許
可
無
く
し
て#
用
收
溢
せ
ら
る
、
事
な
が
る 

べ
ぐ
、
若
し
债
務
者
0
許
：可
、
承
諧
無
く
し
て
岿
由
_に
擔 

保
品
を
使
用
收
益
せ
し
睹
愚
な
る
貸
主
は
、
生
す
ベ
か 

6
し
利
子
の
半
額
を
喪
失
す
べ
く
。
失
は
れ
た
る
半
額 

は
賠
償
e
し
て
當
然
债
務
者
の
所
有
に
移
る
も
の
で
あ 

P、
偾
務
者
は
支拂

：.

ふ
べ
か
り
し
利
子
の
半
額
を
支
拂 

へ
ば
足
る
の
で
あ
る
。

(
M
a
n
u
;

 VJII 

I5〇
；N
a
r
a
d
a

 

J,

5

8)

擦
保
品
に
存
す
るi

1

者
の
區
別
は
該
爾
保
品
の
性 

質
上
、
即
ち
使
用
收
益
せ
ら
れ
て
元
本
の
滅
却
を
來
す 

事
無
き
や
否
や
に
依
ら
て
定
ま
る
も
の
に
非
中
し
て
貸 

主
、
借
生
間
の
任
意
な
一
る
契
約
に
依
り
て
定
め
I

、

o 

借
主
化
じ
て
使
用
を
契
約
せ
ざ
る
時
、
土
地
も
家
畜
も

ば
單
に
保
持
せ
ら
るY

き
擔
保
艺：

使
用
收
益
せ
ら

る

，べ」

：

き
掃
保
ド
-を
區
制
せ
し
實
益
の
存
せ
し
は
如
何
な
る
，a

.-
;

R
於
て
な
る
か
。
法
典
は
此
點
に
關
し
て
使
用
收
益
せ 

ら
る
ベ 

>織
保
の
設
定
せ
ら
る
、
時
©
借
は
當
然
に
利\

子
を
注
す
石
事
な
き
を
示
し̂

。

(
G
a
u
t
a
m
a

 XII, 

3 2
; 

I 

M
s
u

 VIII 

1
4
3 ; N

P
2
da I, 

1
2
9)

其
を
使
用
す
る
に \

依
^V

て
生
じ

^

る

收
益
.及
：び
*
保
品
ょ
A
往
せ
し
果
實
〃

1

は
刹
,
，

W

倣
さ
れ
て
其
に
充
當
せ
ら
る
.、
の
で
あ
る
ノ
 

, 

\

此
の
如
&
は
特
別
の
契
_
を
必
要
ミ
し
な
い
、¥
_に

其I 

擔
保
品
の
使
用
を
許
す㈣
は
常
然
に
使
用
に
，依
る
有
形 

の
利
益
竝
に
擔
保
品
ょA
注
せ
し
果
實
は
刹
子k
充
當 

せ
ら
る
>
の
で
あ
る
。
餅
地
を
擔
保
品
ど
し
て
耕
作
す 

:

る
時
，
其
年
：々

の̂

產

.«
_
然
貨
生
に
«
す
る
。
家
畜
、

奴
隸
を
擔
保W

し
て
使
用
を

.許
す
時
、
其
.は
®
に
日
 々

の
勢
働
に
從
事
せ
し
め
ら
る

S
の
み
に
非
す
し
て
、
 

ft

笫

十
九

铪(

一
三
七〕

雜

錄

婆
雜
門
教
法
制
に
現
は
れ
し
徵
利
思
想

中
ょ
$
生
れ
し
犢
、
女
奴
«
ょ
り
生
れ|2
る
子
供
等
す 

ら
擔
保
.品
ょ
^
'
生
停
し
果
實i
じ
て
當
然
に
貨
主
の
所 

有
に
腾
す
る
。
其
は
當
然
該
貸
借
の
刹
子€
倣
さ
る
'ベ 

き
も
の
な
る
が
で
あ
る:<
>(vishnana D

h
a
r
m
a
s
t
r
a
v
l
、

15, 

s
o
y
 

>
. 

D
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 ; N
a
r
a
d
a

 

1
0
7
)

法
典
は
斯
く
の
如
き 

擔
保
を
使
用
收
益
し
て
利
子
に
充
當
す
る
揚
合
を
觅
ら
. 

.に
ニ
に
別
つ
。

1

は

肉

職

的

利

子

S
稱
せ 

:ら
る
\
も
の
.に
し
て
、
奴
隸
、
牛
"
駄
歡
等
の
*
保
に 

供
せ
ら
れ
.て
擔
保
其
も
の
、
肉
體
的
勞
働
に
依
&
て
利 

:子
に
5?
當
せ
ら
る
S
其
で
あ
つ
て
、
他
は
擔
保
使
用
に 

依
る
利
子(Bhagalabha) 

$
稱
せ
ら
れ
、
家
屋
耕
地
等 

の
»
保
に
供
せ
ら
れ
て
其
生
す
ベ
き
果
實
即
ち
家
賃
、 

農
作
物
を
利
字
^
充
當
す
る
其
で
あ
る
。
而
も
斯
<
の 

.如
き
區
別
ば
何
等
の
食
益
を
有
し
な
い
。
蓋
し
肉
體
的 

.利
^
と
做
さ
る
ベ
き
女
奴
»
に
生
れ
し
子
女
も
ft
牛
に 

生
れ
し
«
も
俱
に
IE
當
に
貸
主
'に
駕
す
べ
き
も
の
^
認 

め
ら
れ
てK

句yi
k
a

な
る
i B

h
a
g
a
l
a
b
h
a

な
る
だ
を

第

i 

S七



d
笫

十

九

卷(1

三
八)

雜
錄
婆
雑
門
教
法
制
に
現
は
れ
し
徵
利
思
想 

第

一

彼

-
H
\

問
は
ず 

>
,其
*
實
は
當
然
に
刹
平
に
充
當
せ
し
め
ら
る
を
解
織
し
て
廣
義
に
失
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る
。 

、
如
故
で
あ
る
。
法
典.の
這
般
の
區
別
を
敢
て
す
る
目

Bdhaspati

法
典
もX

I

 ,6

の
®
に
於
て「

N

u

^
 

i 

:

的

はK
a
y
i
k
a

は
是
を
禁
Jh
す
る(

M
a
n
u

 VIII, 

1
5
3
;

は
擔
保
た
る
牝
牛
ょb
乳
を
搾
取
し
駄
獸
を
使
役
し
て 

註)

に
反
し
てBh

a
g
a
l
a
b
h
a

は
造
を
適
法
？
し
て
認
め
利
子
に
：充
當
す
る
も
の

」

。(vira

日
註)

と
爲
す
も
S 

る
に
存
す
る
。

(Gau
t
a
m
a
;
XII, 32, M

a
n
u

 VIII, 143; 

|

を
禁
止
す
る
事
が
無
い
。
油
に
奴
隸
、
家
畜
の
擔
保
ご 

Marada,.x 

129.〕

乍
併
物
體
的
利
：子
の
中
に
奴
隸
家
畜
；し
て
使
役
せ
ら
れ
し
は
_
地
家
屋
の
»
:保
€
し
て
收
益 

.
の
使
用
收
益
を
铤
含
せ
し
め
て
是
を
禁
止
す
る
は
明
に
せ
ら
る
、
と
等
し
く
所
雨

Kayika, 

Bhagalafha'

の 

.「

利
益
を
生
^
る
®
保
品
を
設
足
す
る
時
利
子
を
徵
收

i

相
異
は
.實
際
上
に
は
何
等
存
す
る
事
な
含
も
の
に
し
て 

す
る
勿
れ

」

。(

^
§
〒
<
1
1
1
1
5
3

)

ゼ

ず
可
き

»
保
物
占
し
て
、

.士
地
、
家
畜
、奴
隸
を
揭
ぐ
る

|供
せ
ら
る
、

«-
の
適
法
な
る
を
定
め(

<
2
\

)

其
は

1£ 

3
P:
:註)

士
抵
觸
す
る
。
蓋

しManu vnr-
5
3

に

於
|

當
に
使
役
せ
ら
れ
て
利
子
に
充
當
せ
ら
る
ベ
き
を
示
し 

て

「

肉
體
的
利
子(Kauka}

は
課
す
る
事
勿
れ」

。

j
た
。

規
定
す
る

&
7
1
1
^

な
る
語
を
：
1
^
<
5
1
1
.

ば

「

偾
務
者
の
一
，
使
用
收
益
せ
&
る
、
_
な
く
單
に
保
持
せ
ら
る
べ
き 

,
:ぃ(

：
肉
體
的
勞
働
に
依
り
若
し
く
は
擔
保
た
る
：家
畜
、
奴
隸
■
ぃ

の
岗
體
の
使
役
に
依

-̂
て
支
拂
は
る
、
利
子」

ビ
解
す
主
は
全
利
子
を
失
ふ
べ
く(ManuvTII, I44;visbsu; 

^

':
る
も
其
は
車
に
債
務
者
に
勞
役
を
强
制
し
て
利
子
に
充

：
：

VI 5;Marada I 

2
7

)
使
用
に
依

5
て
其
を
毁
摁
せ
る 

當
す
る

..
を
の

-み
指
稱
す
る
名

0
に

し

てM
e
d
B

は

是

S否
.
^

j

を
，W
は
な
い
。
.若
し

_
.保
品
を
使
用
に
依

i
て

毀
損
^,
し
時
直
ち
に
其
損
失
，は
塡
補せ
ら
^
ベ
く
然
ら 

ず
ん
ば
#
保
品
の
盜
考
ぞ
做
さ
れ
：て
處
罰
せ
ら.る
、
。 

(
M
a
n
u

 VIII 144) N
a
r
a
d
a

は
以
上
の
規
定
を
取
な
る 

1

切
の
使
用
收
益
に
及
ぼ
し
て
毀
損
せる
ど
否
：̂
を
問 

は
な
い
。
單
に
保
持
す
べ
き
擔
保
を
使
用
收
益
せ
し
貨

|

 

金
は
全
利
子
を
喪
失
す
る
上
に
收
得
せ
る
一
切
の
收
益 

を
返
還
す
べ
き
だ
定
め
た
。

?

一 
3
し
か
も
法
典
は
一 

.强
制
的
に
€
ff
i
せ
ら
る
*
あ
る
，べ
き
を
杞
憂
し
て
若
し 

使
用
收
益
せ
ら
れ
て
長
期
に
渡
を
ジ
も
時
効0
適
用
せ 

ら
る
、
事
な
き
を
規
忠
し
た
P(

M

1VIII, 

145 ) 

\

法
典
は
以
上
の
如
く
普
通
利
子
に
關
し
て
擔
保
の
存 

せ
ざ
る
場
合
に
關
し
て
明
細
に
規
定
す
る外
幾
多
の
特 

殊
ft
る
利
壬
に
關
し
て
巍
定
す
る
。

Qauta
m
a
:

は
祓
利
、 

定
期
利
モ

、
\約
定
利
子
、.:
'肉
體
的
利
子
'
"
:日
步
の
S
を 

■擧
げ(XII 

34 -35 )

辱
3

も
特
殊
な
る
利
子
ビ
し
て 

複
利
、：

宠
期
利
子(Kalavridahih}

約
定
利
子(Karita)

肉
體
的
利
子
.(K

a
y
i
k
a
)

を
數
べ
ハ
v

m I
5
3
〕nsrada 

も

1
,
1
0
2

に
等
し
く
四
種
を
擧
ぐ
。

B
r
i
h
a
s
p
a
t
t

は 

特
殊
な
る
利
子
に
六
種
あ

y
v
j

爲
し
ハ

><
1,
4) 

< 

肉
體
的
利
子(

K
a
y
i
k
a
)

定
期
利
子(Kalita)

複
利 

(
K
a
k
r
a
v
r
i
d
a
h
i
)

約
定
利
子(

K
a
r
i
t
a
)

日

步

(
s
i
b
g
-

 

5
0:
&

)

及
び
擔
保
使
用
利
子(

B
h
a
g
a
l
a
b
h
a
)

を
定

め
た
。
複
利
は
單
な
る

「

利
子
に
附
す
る
利
子

」

へNa
r
a
d
a

 

I 

104, 

Brihaspati 

X
I

 

6
)

に
し
て
 

M
a
n
u

 

は
是
を
禁

Jh
す
る
。(

V
I
I
I

 

1
5
3
)

定p

利

子

はG
a
u
t
a
m
a

 

X
I
I

 

3
4

に
於
け
る 

a
d
a
t
t
a

の
註
に
依
る
時
は
ー
宠
期
限
ま
で
に
支
拂
ふ
ベ 

し
ご
の
條
件
に
て
一
足
利
率
に
貸
借
せ
ら
る
、
も
宛
め 

ら
れ
し
期
限
ま
で
に
返
還
せ
ら
れ
ざ
る
時
、該
利
率
に 

三
倍
乃
至
四
倍
せ
る
利
率
..に_
s
せ
.ら
る
、
も
の
で
あ 

る
。M

a
n
u

 VIII 

1
5
3 

の
註
に
於
て
は KUIi. Ragh. 

は

く

日
5

の
規
定r

貨
幣
貸
借
に
於
て
貨
幣
の
形 

1
に
て
支
挪
は
る
、
利
子
は
元
本
を
超
過
せ
ざ
る
べ
く

第I

號
一
三
九

笫
十
九
卷(

I

三
九
}

雜
：
錄

鹖
羅
rf
l
教
法
制
に
現
は
れ
し
徵
利
思
想



f
十
九
^

C
l

四
〇〕

雜

0
變
雜
門
教
法
制
に
現
は
れ
し
徵
利
思
想

:
穀
物
、
果
實

"
孝
毛
、
駄

S

S
等
の
利

s
i兀
本
の 

.四
倍
を
超
ゆ
る
事
な
し」

。
巴
の
，其
に
違
反
せ
る
利
子
な

る

！
へ
：
し

ビ

爲

し

て

其

ゼ

禁

北

す

る

0
.

約
定
取
子
ど
はGa

u
t
a
m
a
;

に
绝
ム
寺
i 

r
#
r所 

及
び
物
に
從
ひ
て
當»
者
の
自
由
協
宛
に
依
る
利
子
に“
 

し
て
：月1

割
を
超
ゆ
‘る
も
の」

(xn 

3
5

註)

■に
し
て 

ハ
借
手

0
闽
窮
せ
し
時
必

.要
に

_̂
.
;
れ
，て
自
ら
定
め
じ
む 

の
を
沄
ふ
。M

a
n
u

 V
H
I

 

1
500
註
に
：て「
不
法
な
る
利 

r/
^
し
て
元
本
の
ニ
依
に
達
す
る
も
尙
增
加
す
べ
き
を 

約
定
^
し
其
し(M

e
d
h
.
; G

o
v

 

; m
r
a
.
; K

u
l
L

 ; R
a
g
h
:
; 

VJ

爲

しN
a
r
a
d
a

も

G
a
u
t
a
m
a

を
踏
用
し
て
弓
一
割 

以
上
の
刺
子
i
宛

め

た
P 

S
3 

s

®

定
^
子
は 

M
a
n
u

に
於
て
は
禁
止
せ
ら
れ
ノ
利
率
は
最
高
限
に
於 

て
河
五
分
な
る
べ
く：
<
1
1
1
1
3

;
其
を
越
え
し
約
足 

S

効
に
し
て
月
S

の

塵

：に
於
5

効
な
る
を
示 

し
た
.。
;'
g

&

m

aも
消
赞
を
目
的
も
す
る
貸
借に
於
て 

は
不
法
な
b

ど
爲
し
て
ゐ
る
：(

V
J
J
J

Is
註)

。

熵
ー
媿

1

四0

を
示
し
て
尉
體
的
利
子
を
是
認
す
る
。W
びJ, 

7
~00
に 

於

て

偾

務

者

言r
e
s

に
達
す
る
時
貸
主
，の
許
に
奴
隸 

ど
爲
ら
て
典
債
務
を
支
拂
ふ
ベ
き̂
示
し
た
。
日
步
は 

每
•日
支
拂
は
る
べ
き
利
子
に
し
て
毎
日111
の
穀
物
を 

支
拂
ふ
？
き
を
約
し
て
借
入
せ
る
 

一P
r
a
s
t
h
a

の
穀
物 

の
如
き
を 

|ーム
；
。(Gauta

m
a
:
; 

X
I
I

 

35 ; H
p
r
a
d
a
t
a
;

 

K
a
&
y
a
a
n
a

註)

興

を- Brihaspati

.
は
毛
襞
利
子 

(
s
i
k
r
v
r
i
d
H
)

ご
呼
び
、
毛
髮
の
日
々
に
伸
び
る
が
如 

.く

頭
の
趣
损
せ
ら

れ
ざ
る

間
、
■如
ち
元
本
の
償
還せ
ら 

Iれ
ざ
る
間
は

不
斷
に
生
じ
て
決
し
て
也
る
事
な
き
利
子 

(
X
I

 

7
00)

^
解
す
。Na

r
a
d
a
.

は K
a
y
i
k
a

 

な
る
利
子
を 

日
步
S
等
し
ぐ
解
しK

a
y
a
.

は
元
本
を
表
示
し
、
元
本 

の
一
一
倍
の
利
子
の
支
拂
は
る
、も
元
本
の
消
滅
せ
ざ

る 

が
故
にK

a
y
〗k
a

 

t
呼
ば
る
、
^
爲

し(I 

1
0
4)

元
本 

を
消
却
す
る
事
な
く
定
期
的
に

J 

k
a
n
a

若
し

く

は

四

 

分
一.

〗

i

a
の
利
子
の
恒
久
に
生
す
べ
き
も
の
と
規
定 

す
る
。

肉
體
的
利
子
即
ちKayika

に
關
し
て
は
旣
に
說
為 

し
所
でM

a
g

は
»
保
使
用
に
依
る
利
子(Bhagalabha) 

混̂

1»
せ
し
を
明
に
せ
し
も
肉
體
的
利
子
を
以
つ
て
其 

を
借
主
の
肉

®
勞
働
に
侬
&

て
支
拂
は
る
べ
さ
利
子 

解
す
る
時
は
尙
考
察
の
餘
地
が
存
す
る
。

は 

<
H
n 

1
5
3

に
於
て
明
に
肉

(&
的

利

子

を

禁

.±
す
る
も 

vin 

IN1
7
に
人
身
を
擔
保V 」

す
る
貨
付
を
認
め
て「

昔 

手

の

貸

.主

も

同

種

姓

な

る

か

劣

等

秫

姓

な

る

時
«

/:
»
5
日
ば 

肉

脸

的

勞

働

に

ょ

り

て

償

還

せ

ら

る

べ

し

，。
^
;
源

运

し 

VHI 

t
5に
再
び
刑
罰V 」

し
て
奴
隸
た
る
者
に
言
及 

し
て
其
は
債
務
を
支
拂
ふ
を
得
ざ
る
借
手
の
貸
主
の
許 

に
奴
隸
た
る
者
ど
爲
す
。(ibid, Medh., Gov.; E
：ull- 

•

I
.
.
.註)

其
は
肉
體
的
利
子
を
是
謎
せ
し
に
外
な 

ら
な
い
NON

a
r
a
d
a

も

1
重
き
債
務
を
免
發
ら
れ
し
笤
次

貸
宇
の
1
に
奴
隸
た
る
べ
し」

。(
V

 

2
7
) 

S
定
め
奴
隸 

た
る
地
位
を
脫
出
せ
んVJ

欲
せ
ば
免
せ
ら
れ
し
偾
務
の

兄
本
芒
利
子
ど
支
挪
ふ
に
侬
ぢ
て
可
能
な
る

(
V

 3

ぃ)

i

i

i

i

i

i

y

i

H

B

i

H

U
 

..

p.

五

婆
雛
門
法
制
は
徵
利
貨
借U

關
し
て
明
細
な
る
規
定 

を
設
く
る
も
毫
も
獎
_
す
る
.事
な
ぐ
極
度
に
其
行
は
る
 

ベ
さ
i,
l
:g:
極
少
.せ
ん
と
.す
ら
企
：1]
す
る
。

法
典
.は
徼
利
貸
付
を
.單
に
吠
4
M■に
の
み
適
法
な
る
職 

業
な
ト
士 
爲

し

(
G
a
u
t
a
m
a
,

 

X

 

4
9

 
ン
 Vasistha 

II, 

2
P

M
a
n
u

 

I 

9
0

〕
「

國
王
は
吹
舍
，に
其
に
從
辦
す
る
を
命
す 

べ
し」

。C
M
I

 V
H
I

 
4
1
〇)

ゼ
定
め
て
婆
羅
門
刹
帝
利.
 

に
^
を
禁
^
る
。(vasistha II; 

M
a
n
u

 

X

 

1
1
7

ノ
 

G
a
u
t
a
m
a

は
自
ら
業
^
し
て
從
事
す
る
に
非
れ
ば
適
法 

な
るV

し
ど
爲
し
て
婆
維
門
、
刹
帝
利
の
.貸
金
業
に
出 

資
し
て
其
利
潤
の
.分
配
を
受
く
る
を
是
認
す
る

も

自

ら
 

從
事
す
る
を
否
定
す
る-(X

 

6
)

各
®
姓
は
困
窮
し
て 

自
己
に
許
さ
れ
し
生
活
樣
式
に
て
生
®
を
維
持
し
得
ざ 

る
時
次
姓
の
職
に
®

w
し
得
る
も
のvj

定
め
ら
る
。
斯 

く
し
て
婆
羅
門
及
び
刹
帝
利
も
異
常
の
時
に
於
て
は
徵 

刺
貸
付
代
依
ら
て
生
活
す
る
を
得
る
。
而
も
其
は
，困
網

笫
十
九
卷a

四
、

一)

雜

錄

婆

§

教
法
制11 硯

は
れ
し
徴
.利
思
：想

笫I

域

1

四
！



第
十
九
猞
2
四
ニ)

：

雜 

'錄

盤

羅
|
!教
法
制
'に
現
は
れ
し
微
利
思
想

第
一
號

3

U

し
て
他
の
適
法
な
る
：生
活
檬
式k
，て
生
活
し
得
ざ
る
時 

の
異
例
に
厠
す
る
も
の
で
單
なる
生
活
維
持
の
爲
に
は 

■許
さ
る
、
窜
な
く
神
聖
な
るM

的
即
ち
供
®

r
祭
式
、 

施
捨
を
行
ふ
時
、
必.要
な
る
貨
幣
を
取
-#
る
爲
に
罪
：
 

刼
深
き
^
に
低
率
に
て
貸
付
く
る
を
得
る
に
過
ぎ
ぬ 

(
M
a
n
u

 X

ご
じ
。B

s
d
a
y
a
n
a

は
罪
劫
深
き
者
を
定
め 

て
_
務
を
怠
る
者
、
容
嗇
な
る
者
、
無
神
論
者
ヽ
ー
邪
惡 

な
る
者
な
る
べ
し
ミ
爲
し
彼
等
に
對
し
て
徵
利
貸
付
を 

爲
す
も
適
法
な
る
べ
き
を
示
す
。

N
a
r
a
d
a

の
如
^
は

}
 

層
徵
利
を
否
定
し
て
婆
羅
門
刹
帝
利
の
み
其
に
從
事
す 

る
を
禁
せ
ら
る
、
の
み
に
非
ず
し
て
吹
舍
す
ら
常
時
に 

於
て
は
之
れ
に
從
事
す
る
を
禁
せ
ら
る
、
？III〕
€ 

爲
し
唯
困
窮
业
む
を
得
ざ
る
時
に0
み
是
認
す
る
。
這 

般
の
高
姓
に
於
け
る
徵
利
の
制
限
に
關
し
てf
 
&
 

M
a
r
i
g
n
y

は
ニ
個
の
理
，

Q

の
存
す
べ
5
を
主
張
し
て
、 

「
T

は
婆
羅
門
刹
帝
利
等
の
所
謂#
權
階
級
は
德
的
模
■

斯
く
の
如
ぐ
し
て
の
み
特
權
階
級
は
社
會
の
尊
敬
に
® 

し
且
つ
優
越
せ
る
社
會
的
地
位
を
確
保
す
る
を
得
ベ

& 

事
實
な 

A
y

」

o (Mesuii-Marlgny : op cit, 

p
_ 

1

4
00) 
■ど
結

論
す
る
'0
而
も
此
の
如
き
は
吾
人
の
首
肯
し
得
ざ
る
所 

で
ぁ
る
。
婆
繩
門
"
婆
帝
利
の
ニ
姓
め
'み
徵
利
ょ
り
除 

外
せ
ら
る
、
.の
事
實
は
一
見
以
上
の
如
き
解
釋
を
妥
當 

と
爲
す
も
し
か
も
刹
羅
門
刹
帝
利
の
禁Jh
せ
ら
る
、
は 

徵
利
の
み
に
非
ず
し
て
農
業”
エ
業
*
商
業
、
牧
蒂
業 

の」

切
の
產
業
で
ぁ
る
。
蓋
し
古
代
印
度
の
種
姓
化
於 

て
は一

切
產
業
は
吠
舍
，
首
陀
羅
の
手
に
委
せ
ち
れ
婆 

羅
門
、
刹
帝
利
は
各
自
に
自
己
の
義
務
即
ち
僧
侶
ど
し 

て」

切
祭
式
を
司
る
事
せ
武
士•£
し
て
國
家
を
統
治
し 

確
立
し
て
外
敵
に
備
ふ
る
事

vj

に
專
心
た
る
ベ
ぐ
し
て 

產
業
に
從
事
す
る
は
違
法̂

看
做
さ
れ
る
。
斯く

..：>

て 

徵
利
の
彼
等
ニ
姓
間
に
禁ih
せ
ら
る
V
は
德
的
龜
鑑
を 

社
會
に
示
レ
て
社
會
の
尊
敬
を
維
持
す
る
が
爲
に
非
ず

^

を

斛

會

に

示

すV

き

も

の

た

る

の

斟

實

に

し

て

他

は

.
し
て
他
の
產
：業

ヒ

等

し

く

徵

利

貸

忖

も

一

の

隆

業

艺

替

做
さ
れ
て
彼
等一

一
姓
に
依
A
て
從
事
せ
ら
る
、
に
不
適 

當
，と
爲
さ
れ
し
が
故̂

あ
る
。.各

®
姓

を

異

^

す

る 

に
從
つ
て
利
率
を
も
異
に
す
べ
き
の
法
規
、
即
ち
四
姓 

は
其
*
序
^
從
ひ
て
月H

分
";
三
分
、
四
分
，
芄
分"

な
る
ベ
し
の
其
は
道
德
的■
範
を
示
し
、
社
會
的
尊 

敬
を
維
持
，す
る
所
以
に
非
す
し
て
却
つ
て
特
權
階
級
の 

橫
暴
贫
愁
を
示
ず
ベ
き
證.左
：で
す
る
。
，彼
等
各
自
の
宗：.

敎
的
若
し
く
は
社
會
的
優
越
の
地
位
さ
特
權
^
を
亂
用 

し
て
所
謂
庶
民
階
級
を
應
选
し
て
自
己
の
經
濟
的
利
益 

を
伸
張
ぜ
ん
ビ

す
る
企
圖
に
し
て 

一
«
庶
民
階
級
の
僧 

恶
で
■反
感
ど
を
誘
起
す
る_所
以
で
あ
る
。
.彼
等
の
徵
利 

貨
付
の
禁
止
：せ
ら
れ
し
理
由
は
一
般
產
業
に
®
事
す
る 

事
の
禁
止
士
供
に
古
代
印
度
特
有
の
其
®
學
思
想
に
根 

底
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
ノ
 

..

婆
羅
£
敎
の
.哲
學
思
想
はu

p
s
l
s
h
a
a

に
到
り
て
最 

.高
潮
.に
達
：す
る
。1其
說
く
所
は
::
:
:
?
!
き
〒
，0
興
ど
等
し 

く
身
體
的
束
縛
を
脱
し
、
情
慾
棘
念
を
離
れ
た
る
純
粹

精
神
の
獨
立
*
即
ち
眞
我
ハAt

m
a
n
)

を
以
つ
て
最
終 

の
'境
地
な
b 

S爲
し
、
而
し
て
其
を
常
住
不
變
の
實
在 

(
s
a
t
y
a
s
y
a

»
以7
目
}
即
ち
大
宇
宙
の
本
源/(
:
る
大
我 

(
B
r
a
h
m
a
n

梵)

な
b
ぞ
做
す
も
の
で
あ
る
。
其
は
我 

(
A
t
m
a
n
)

 

Vi

梵

(
B
r
a
h
m
a
n

太
我
一)

S
の
ー
致
じ
し 

て「

我
は
梵
な
り
J
C「

全
宇
诳
は
即
ち
我
^
り」

。
こ
そ 

其
^
^
義
で
あ
る
。
而
し
て
這
般
の
境
地
に
達
し
て
我
を 

し
て
至
高
梵
ど一

致
せ
し
む
る
爲
に
は
愁
望
を
解
脫
し 

執
着
を
厭
離
し
.て一

切
煩
惱
を
除
去
し
ど
以
.つ
て
眞
性 

の
自
我
に
歸
趣
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
切
の
執
着
煩
惱
を 

"厭
離
し
て
眞
我
に
到
達
す
る
時
、
小
我
は
大
宇
宙
ビ

一 

致
し
て
梵
界
の
妙
樂(d

n
a
n
d
a
)

に
歸
趣
し
て
無
慾
" 

無
畏
"
無
薆
の
寂
靜
界
を
得
て
不
生
"
不
死
の
性
を
取 

#:
す
る
。
斯
く
し
て
則
富
も
榮
#
も
一
切
は
一
時
的
具 

象
體
に
.し
て
自
我
の
存
在
を
前
提
ビ
し
て
の
み
價
値
あ
‘
 

る
ベ
く
、
遂
に
.人
間
至
高
の
目
的
た
る
を
得
ざ
る
の
み 

に
非
ず
し
て
眞
我
に
歸
趣
す
る
爲
の
障
壁
で
あ
る。|
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婆

龈
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は
れ
し
徴
利
拟
想
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！
號
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四
三



笫
十
九
卷

.(一

四
四)

雑
，

錄

.

.
盤
雜E

教
法
制li

现
は
れ
し
徵
利
思
逛

切
の
愁
邀
執
着
'は
^
に
悟
道
に
於
け
る
.障
®
で
ぁ
る
、:0 

::
.
:其
は
浮
雲
の
如
く
常
に
眞
性
の
自
我
を
暗
速
の
中
に» 

し
て
烦
惱
の
中
に
沈41

せ
し
め
る
。〗

切
您
望
は
解
脱
.
 

せ
ら
る
べ
ぐ
財
產
に?

る
物
慾
^
俱
に
榮
光
に
對
す 

る
.精
神
慾
放
に
肉
慾
，
食
慾
す
ら
厭
離
せ
ら
る
べ
ぐ
否 

矩
せ
ら
る
へ
き
も
.の
；で
..ぁ
，る
.。
物
愁
に
.對

す

る

，
否

^

は 

財
富
の
獾
徵
增
加
を
目
的

V」

す
る
r

「
切

產

業

の

否

定

，ミ 

な
& 

>等
し
ぐ
利
子
.の
收
受
を
以
つ
て
其
目
的S
す
る 

徵
利
:«
付
は
否
定
せ
ら
る
。
斯
く
し
.て
財
富
の
獲
得
を 

目
的
だ
す
る
一
切
產
業
は
蔑
視
せ
ら
れ
て
婆
羅
門
、
刹 

帝

利

等

，
の

高

姓

.に
ば
不
適
當
な
る
生
活
方
法
ど
規
定
せ 

ら
'れ
ぬ
。
彼
等
は
自
己
0
«き
義
務
に
依
り
て
生
活
せ 

ら
る
べ
き
で
あ
る
o

加
ふ
る
に
徵
利
的
に
多
少
の
苦I痛

を

^

務

者

に

感

せ
 

し
む
る
も
の
に
し
て
生
產
的
な
る̂
消
费
的
な
る
5

,0
:
 

何
な
る
目
的
に
使
用
せ
ら
る
、
を
問
ば̂
、
支
挪
の
際

第 

r
m

一
四
四

<:
於

け

る

其

苦

痛

は

彼

等

の

睐

に

収

得

せ

る

收

益 ::
し
く
は
麟
受
せ
.る
.享
樂
€
當
然
は
相
殺
せ
ら
る
ベ
&
翁 

な
る
に
も
係
ら
ず
、
而
も
決
し
て
疋
當
な
る
交
換
な
る 

觀
念
を
偾
務
者
に
惹
起
せ

.し
む
る
も
の
に
非
ず
し
て
錄 

ろ
强
奪
な
る
觀
念
を
生
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
而
し 

|

，
て

法

典

は

婆

羅

門
.の
生

活

様

式

を

定

め

.
て

「

全

然

他
入 

に
苦
痛
を
與
ふ
る
事
な
き
生
活
樣
式
、
少
な
く
ど
も
可 

|

能

.的
に
最
少
な
る
苦
痛
を
與
ふV

き

往

活

様

式

に

ょ

り 

|

て
生
活
を
持
鑛
す
べ
き
も
の」

。(

1\1
§
11, IV, 

3)

ミ
爲 

\

す
。
斯
く
し
て
必
.然
的
に
他
人
の
苦
痛
を
攪
伴
す

ベ

き 

j

徵
利
貸
付
は
宗
敎
上
哲
擧
上
婆
羅
門
に
不
適
當
な
る
も 

の
で
あ
る
。

パ
禁
制
を
犯
し
て
徵
利
貸
付
を
#
ふ
婆
羅
門
に
對
し
て 

I

法
典
は
非
難
の
聲
を
放
ち
て
一
足
の
處
刑
を
行は
ん
S 

す
る
。
婆
羅
門
に
し
て
徵
利
を
行
へ
る
者
は
首
陀
羅
と 

等
し
く
遇
せ
ら
る V
 
く 

(B
a
n
d
a
y
a
n
a 

I, 

2
4
; 

M
a
n
u

 

VIII 

S
3

雲
水
行
乞
^
際
し
て
も
其
食
を
受
く
る
事

若

' 
な

知

.るV

き

ゐ̂

CA-pas£a.mba ZXbsirma-Sutra. X

x
v
i
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2
1
0

〕

蓋
し
高
利
貨
の
食
は
1
ど 

節
し
く
汚
穢
な
る
も
の
に
し
て

(
M
a
n
u

 I
V

 

2
I
C
0
K

を 

食
せ
し
者
は
七
日
間
牛
讲
の
み
に
て
生
活
し
て
漸
く
淸 

淨
た
今
を
得
，る
o (

v
i
s
h
n
u

 

L
L

 

9
)

彼

等

は

.祖

先

祭
 

(
s
r
i
d
d
h
a
s
)

に
招
く
事
な
か
る
ベ
ィ「

祖
先
祭
の
食
に 

し
て
被
等
に
別
れ
し
も
の
は
神
の
世
に
入
る
事
を得 

S
J
O
X
G
a
u
t
a
m
a

 

X
V

 

100
; Ma

n
u

 III 

1
5
3

 ; 

1
8
?
)

 w

 

规
定
せ
■ら
る
、

。
‘ 

.

. 

.

.

訪
、sriddhs

it
每=：：

新
滿
カ
の
時
に
行
は
る 

> 式LL

し
て
典21

的 

11

種
冷
わ
り
祈
願

4*
遨
す
る
手
段

し̂
て
、
_if
IM
4*
逮
せ
し
時
の
謝

.
 

恩^3

て
或
は

せ̂
る
胍
先
の
被
の
瞑
福
か
祈
る
爲

l:
rr
ii
る

0:
前 

ニ
^
を Adityudaj 
 ̂

g
0̂4
cu
tr
;〒 
€
0 
ひ
後

^
^Ekoddista 

srpddha

さ
则
ふ

o
1

(

木
村
秦
毁
氏
、
印
货
哲
學
宗
教
班
、
四
调
四

5
へ
微
测
貸
付
を
行
へ
る
婆
羅
門
は
以

.上
，の
强
烈
な
る
語
：
 

句

に

て

非

難

せ

ら

る

、

の

み

で

無

く

 M
S
U

は
徵
利
に 

'1
b
て
生
活
す
る
人
令
に
.對
し
て
婆
羅
門

€
否

W
-5
?
問 

.
«ず
非
難
し
て「

高
利
に
て
貨
付
く
る
時」1

家
は
速
に

減
£
す
べ
し」

。(III 

6
4
)

ビ

爲

し

て

其

は

處

女

^

姦
 

淫
し
誓
を
破
り
し
S
等
し
く
小
罪
に
し
て
種
姓
を
失
ふ 

の
罪
た
り
'

(
X
I

 

6
2
)

名
定
怂
、V

i
s
h
n
u

は
「

法
宠
利 

子
の
限
度
內
に
於
て
す
ら
徵
利
を
行
ふ
者
は
施
捨
を
受 

く
る
の
權
刹
を
衷
失
し(X

L

 

I〕

且
つ
種
姓
を
失
ふ 

，
罪

を

犯

せ

る

者

^

し

て

十

四

年

の

間

地

獄

に

呻

呤

す

べ
 

<;
'

(

X

L
日

2
9
)

來
世
に
於
て
は
癤
肅
病
者
ビ
し
て 

W
生
す
べ
しJ

O
(
X
L
V

 

2
6
)

で
言
及
す
る
。
徵
利
貸
付 

に
對
す
る
非
雛
は
ょb
古
き
法
典
に
於
.て
ょ
b
痛
烈
な 

る
を
知
る>

<l^SJStha, B
a
n
d
a
y
a
n
a

の
兩
法
典
は
敦
利 

の
罪
を
取
な
る
小
罪
士
做
す
事
な
ぐ
最
も
重
大
な
る
大 

罪
と
し
て
殺
人
と
等
し
く
處
罰
せ
ん
と
企
て
た
.

「

梵
天 

td
r
a
h日a)

，

が
學
識
ぁ
る
婴
羅
門
を
殺
せ
る
錄
人
と
高 

利
貸
で
を
衡
器
に
載
せ
て
罪
の
輕
重
を
計
り
し
時
、
婆 

羅
R
を
殺
せ
石
與
は
高
く
北
&
て
高
利
貸
は
低
く
下
降 

せ
*
^

」

。
r-Bandayana I,x, 

2
3 

れ
 

Vasfstha II, 

4
2
,)

艺

云

.a
て
徵
利
を
犯
せ
し
者
の
婆
羅
門
を
殺
せ
し
者
よ-^
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九
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雜
門
教
法
制
じ
現
は
れ

1
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姑
.十
灰卷

.，

a
s

p

雜

0
趣
細c

数
#
細

け

魂

は

公

徵

利

德

韻

飨
：！

fi
.
S 六

®
jR
く

し

七

重̂
|'
1
處
'^
ら

；
る

，ベ

：

き

を

«

め
'

ft
,:.
p

S
じ

婆
羅
PJ
を
■殺
せ
し
^
はI,

人
を
_

せ
し
に
皮
し
て
窩

则
を
業
名
す
る
毋
は
黹
人
を
0
窮
の
淵
を
沈
ま
じ
め
.て

終

：に

は

，
死
.へ

到

ら

し

め
^y

に

據

も

る.，の

で

あ

：る

。

丨

註
、
梵
天-C

B
n
o

ミ
は
大
宇
街
の
本
體
た
る
大
我
即
ち
梵
か
沿 

饨
化
し
て
遂
ド
純
然
れ
る
人
欲
的
削
造
柳
ミ̂せ
し
も
の
で
あ
る-* 

:::

ー.切
^
街
の
劍
造
生
で
獣
帮.も
人
顯
1
.

」
.切
は
*

ょ̂
り
生
ぜ
し
マ

」 

爲
す
。
殊
に
法
典.の
划
き
は
所
謝
四
秫
她
も_
大
：の
、
4

腕
、腿
-

り

レ
-

. 

:

.

徵
利
貸
借
を
是IS.

し
て
：法
定
刹
子
：を
制
定
し
吠
舍
、 

前
陀
羅
a
適
法
.に
..從
事
^
る
を
:#
と
规
^
せ
る
法
典
0 

■

這
般
，の
撒
じ
き
語
句
を
以
つ
て
徵
利
を
行
ふ
漭
を
非
_ 

す

る

所

以

は

果

し

て

何

に

雜

囚

ず

る

か

;:
°

當

時

に

於

け
 

る
經
濟
f
t會
は
未
開
に
し
で
：資
本
の
本
.質
竝
に
行
使
に 

關
し
て
知
悉
せ

る̂

が

故
に
利
子
を
，！

HI

し
て
無
ょ
b
生 

じ
れ
る
有
な
b
ビ
做
し
た
る
_が
爲
€
患
歷
す
る
者
あ
ら

ば
i

¥(
d

I
t

%
ル

%

r .

i
r

r

n

s
牌

5f
e

':
i
し
^
消
費
をSI

的
^
す
^
其
'に
.
t
T徵
刹
贷
#
は 

有
力
.な
る
土
*
ょ6
:貧
_
な
.る
農
民
に
對
し
て
行
は
.れ 

.だ
？
'這
般
の
非
麵
は
消
*
を
0
.的
と
す
る
贷
借
に
0 
ノ 

て

の

み

適

用

せ

ら

る

，ベ

く

，

斯

 

<
し
.て
の
み
ょ
り
古
き 

法
典
に
於
て
非
雛
の
0の
.激
烈
4t
f>
>
 

'て
I
\p̂
n
u
 ; Vishnu. 

^
a
r
aoa
a
, 

Brihaspati 

e
後

期
:̂
:

到

る

に

つ

れ

て

綏

和

ぜ
 

ら
&
し
を
了
解
し
得
る
o
古
代
に
於
て
は
主
に
消
®
の 

爲
k
せ
ら
れ
ト
て
，生
產
の
爲
に'す
.る
其
は
僅
少
な
り
し
に 

後
期
に
到
.ダ
て
は
生
產
の
爲
に
ず
る
貸
借の
增
加
し
て 

1
般
.の
貸
傲
に
關
.す
る
觀
念
.を

變
]£
せ

し

に

掘

因

す
 

る

。洵
に
彼
等
は
生
產
の
爲
に
す
る
檄
利
貸
俏
にM
し
て 

，
は

何

等

の

非

難

を

發

す

る

.

事
な
C
法
典
は
何
等
の
制
限 

を
加
へ
中
し
て
常
事
者
の®
定
R
娄
し
た
。
彼
等
は
旣 

に
資
本
の
f

M
に
行
使
に
關
し
そ
未
知
な
る
に
非 

t
 

N
a
r
a
d
a

は
坐
產
的
な
る
微
利
贷ft
を
足
®
し
て

「.stllprrst

I
| i

yi

I

J
1

れ
た
る
金
：鱗
：其
：他
の
取
引R
し
：て
其
：は
徵
利tt
付 

(
K
u
s
i
d
a
)

と
呼
ば
.れ
其
に
依
卩
て
生
®
す
る
，者
を
高
利 

贷
と
指
稱
す
L0(

I
, 

9QO
0
S
規
定
'す
る
;'
?St

h
a
n
a

と
は
貨 

:

幣
若
し
く
は
其
他
物
品
の
；長
期
間
持
績
的
に

I

方
に
® 

す
る
を
®
味

し(ibid

註)
Sthana 

i
り
生
す
ベ
き

刺 

澗
に
1
1
1稱.|>
り
9
.
|、
，
は
：
財

货

，を

一

觉

所

に

聍

藏

す

る
 

に

依

り

V

生

ず

る

利

潤

、
：
：
！
一

 
は
國
內
に
於
け
る
-商
業
取 

別
]:
^

0
て
取
得
す
.べ
き
利
#]
、
：而
し
て
.三
は
&

に 

關
し
‘て
外
國
貿
易
に
從
#
し
て
取
得
せ
.る
利
潤
な
る
ベ 

し

(ib〖d

託2
)
？

爲
し
打
•-
即
ち
镇
|
の
其
.は
蹄
間
上 

■ょ
り
生
ず
べ
き
價
格
の
變
動
に
依
る
利
益
に
し
で
第
ー

I 

;第
3
義

は

空

間

上

：
ょ
：

3
生
剩
べ
き
價
格
の
相
遨
に
依 

る
利
得
.で
ぁ
る
。
斯
ぐ
し
て
法
典
は
徴
利
貸
借
の
對
象 

れ
る
べ
き
:%
本
を
堪
に
货
幣
の
み
に
制
限
す
る.事
?4
.く 

其
を
’以
0
そ
漉
業
に
#
啡
せ
6
る
べ
ぎ1

切
の
聚
具
及 

-び
商
品
0
土
^

»
張

し

た

々

.一

切

の

生

溝

耍

具

及

び

商
 

品
は
货
幣
<s
^
;b
<
s
t
h
a
n
a

に
：侬
々
て
利
潤
を
注
ず
ベ'

く有主ぼ借入せる

-に

係

令

ず

借

*

^

取

得

せ

る
 

利
、润
の
.

.1:

部
を
茈
脅
に
耍
求
す
る#

#
て

利

子

は

_

法
 

に
收
受
せ
ら
る
S
。
法
典
は
1|
«
以
外
0
幾
多
の
財
1| 

の
微
刺
貸
借
の
翻
象̂

為
^
.
す̂
。G

a
u
t
a
m
a

は
家
® 

0
所
產
> 
耕
作
物
、
駄
a
等
.の
：徵
利
货
借
ぜ
ら
る
べ
，き 

を

說

きc
^
n

 
3
s

<:
i
s
H目
：
は
酒
酿
股
料
、綿
、
綿

絲

羊

毛

、

皮

：、
•

朦

等

を

示

ず
。
’
^I 

16)

,
生
產
的
な
る
べ
き
貸
借
に
關
し
て
は
法
典
は
無
干
涉 

の
態
度
を
持
す
、

錢.
8
1
1
は
航
1海
に
.長
じ
時
"
所
及
び
.
 

物
に
«
爿
て
利
潤
を
_れ
算
し
得
る
入
々
に
依
り
て
約̂ 

せ
ら
れ
た
る
利
率
は
如
何
に
：高‘率
な
る
：

VJ

も
構
#
上
辦 

制
力
を
を
有
す(YJJJ 

1
3
と
爲
し
て
借
入
せ
る，
1
 

幣
蓉
し
<
.は
.商
品
，を
‘以
つ
て
外
國
贸
i

從
事
す
る
^* 

の

刹

子

，は

當

然

摇

：針

«
せ
ら
る
べ
き
利
潤
1

^
ょ
6
て 

協

觉

せ

.

.
る

ら

^
く

法

典

，
にfe
i
t
i也

単

に

制.限

.
せ&
る 

ベ

き

に

非

る
^
定

め
.巧

：' 前

：も

該

法

规
.は

填

に

外1
^
?
 

易
.に

從

现#
を
#
の

み

に#

^
せ

ら

る*<
:
き
$
無

く1’

m
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T
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切
の
商
槳
に
從
事
す
る
者
に
櫥
張
せ
リ
-る〜

も
の
€
爲
'
 

し
註
者
は
航
海
の
み
に
非
ず"
內
地
旅
行
、
即
ち
隊
商 

を
含
む
も
の
と
解
し
たo (

M
e
a
b
.
; 

G
o
v
.
; 

K
u
l
L

 ; 

R
a
g
h
,
; ib

i
d

註)
G
a
u
t
a
m
a

は
旣
に
揭
げ
し
約
定
利
子 

(
K
a
r
i
t
a
)

を
說
き
て
時
，
處
、.物
、
及
び
偾
務
者
の
地 

.....位
^
考
^
し
て
* r

事
^
間
の
定
め
ら
る、

月

.

.一：

®
な

る

' 

^
_

の

其

な

る

べ

し

(
X
I
!

 3
5
)

ぞ
爲
し
て
其
は
困
窮 

の
極
、
消
費
の
爲
に
宛M
ら
る
、
事
の
不
法
な
る
も
商 

A

M
に
於
て
時
、
處
、物

，

に
據
り
て
協
足
せ
ら
る
、
時 

高
利W

し
て
罰
せ
ら
る
、
事
無
き
を
暗
示
しf2
。Ma

n
u

 

も
複
利
、
定
期
利
子(k

a
a
v
r
i
d
a
h
i
h
)

約
定
利
子
、
肉 

膾
的
利
子(

k
a
i
y
i
k
a
)

：の
四
稱
を
<
日

S

に
禁
忪 

し
に
傲
ら
中
其
は
例
外
ど1>
;
で
^

人
に
依
り
て
觉
め
ら 

る
、
時
の
み
適
法
に
し
て
禁
ぜ
ら
る.
\事
が
無
い
。 

(ibid M
e
d
h
.
v

 G
O
V
.
;)

而
し
て
其
は
商
寒
に
從
事
せ
ら 

る
、
晓
の
み
K
限
ら
ず
、1:

切
の
產
業
に
從
ふ
時
に
適

る
べ
'.き
酒
釀
原
料
、
棉
> 
綿

絲

，

錫
、
鉛
"
銅
、
鐵
の 

如
き
、
其
他
利
益
を
取
得
す
る
爲
に
用
ひ
ら
る
、
武
雅 

の
如
き
は
他
の
消
費
の
爲
に
貸
借
せ
ら•る
、
物
資
の 

其
利
子
の
最
高
額
.を
限
定
せ
ら
る
、
に
係
ら
ず
何# 

の
制
限
を
受
く
る
窜
な
く
無
限
に
利
子
の
增
大
す
べ 

き
亡
定
め
ら
れ
た
。(Vishnu VI, 

1
6
; 

N
a
r
a
d
a

引
 ̂

書

VII, 

2
)

蓋
し
其
は
貸
付
け
ら
れ
て
使
用
す
る
間 

無
限
に
利
潤
の
杣
出
せ.ら
る
；ベ
き
生
產
要
具
が
M
M 

工
業
に
於
ける

原
料
に
し
て
營
利
の
對
象
な
る
が
故
で 

あ
る
。

.
■
洵
に
古
代
印
度
に
於
け
る
徵
利
に
對
す
る
非
雛
は
單 

に
消
費
を
目
的
ど
す
る
貸
借
に
對
し
て
加
へ
ら
れ
し
も 

の
に
し
.て
生
產
の
爲
に
す
る
貸
借
に
對
し
て
では無

 

い
。
而
し
て
赏
時
の
徵
刹
貸
借
は
主
ミ
し
て
消
®
の
爲 

::に

す
る
其
で
あ
つ
た
。
斯
ぐ
し
て
法
典
は
幾
多
の
消
費 

財
の
徵
利
貸
借
の
對
象
/e
り
し
を
示
す
。Ga

u
t
a
m
a

は

-

、
X「i

0> 
ン
パ 77 c?

ナ 
3: 
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く 2 ?^、 

2̂ rrr、 

r>c
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k 

V
L
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:

_
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>
:

き
を
說
き

(

^

1
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V
i
s
h
n
u

は
衣
服
、
酒
、
炭
等 

を
揭
げ(VIU 

I
3
-
I

v9N
a
n
a
d
a

引
用
带
は
汕
、
酒
、

蜜
、
平
乳
"
牛
酪
、
砂
糖
、
鹽
等
の
利
子
貨
借
め
目
的
た 

b 
し
を
示
す
。(v

n
,

 

4
)

td
v̂
l
.
r
g
p
a
t
i 

も

^

名

會

此

を

組
織
し
て
徵
利
贷
付
を
業
ビ
爲1
に
關
し
て
金
銀
貨
幣 

以
外
の
酒
、
食
料
品
、
及
び
穀
物
の
徵
利
貸
付
せ
ら
る 

ベ
き

を

示

し「

興
は
笼
期
的
に
し
て】

龙
沏
限
內
に
限 

ら
れ
た
る
短
»
に

於

て

の

み

貨
べ
き」

A
x
h
v
J 

100
}
を
规
定
す
る
。
以
上
の
氣
料
品
な
る
消
奴
財
は
31

-
 

時
莩
に
侬
り
て
偾
格
は
著
し
&
變
励
の
存
有
る
も
の
に 

し
て
自
ら
®
期
に
於
て
、
而
も
 

一
®
期
間
中
に
於
て
の 

み
®
借
せ
ら
る
く
に
非
んば
®
失
を
來
す
の
恐
れ
が
あ

_ 

:

消
费
を
目
的
ど
す
る®
借

.に

關

し

て

は

傲

手

は

常

に
 

贫
民
隈
級
に
じ
て
貸
生
は
富
者
階
級
な
る
を
自
然
ど
す 

る
。
荇
し
®
主
に
し
て
借
手
の
困
窮
せ
る
を
刹
用
し
て 

貸
借
を
提
携
す
る

時

"

利

率

は

著

し

く

高

利

に

し

て

其

は
益
々
貧
民
の(

貧
|1
|
-
0'度
:̂
强
む
る
の
結
果
を
^
す
る 

に
過
ぎ
な
い
。
斯
く
し
て
消
銬
を2
1的
：笆
す
る
貸
借
に 

fi
し
て
は
法
典
は
借
手
の
負
擔
を
可
能
的
に
輕
滅
せ
ん 

€
し
て
幾
多
の
利
字
に
關
す
る
制
限
を
規
定
す
る
。

r

莕 

し
貨
借
の
友
情
ょ
る
行
は
る
、
時
何
等
の
協
定
の
#
せ 

ざ
る
限
o
利
子
の
生
ず
る
事
無
ぐ
貨
借
後
半
ヶ
年
に
し 

:

て
未
だ
返
還
せ
ら
れ
ざ
る
時
七
：ヶJJ
目
ょ
b
利
子
を
取 

得
す
る
も
可
な
る
ベ
き」

。

を

^
p ロ 
a

aは
规
定
し 

(I, 

1〇
00
}
蔣

び「

友
情
に
侬
b
fi
借
せ
ら
る
、
時
、
請 

求
せ
ざ
る
.間
ば
利
子
を
生
せ
ず
、
請
求
を
爲
し
て
借
手 

の
返
還
を
拒
絕
せ
し
時
初
め
て
爾
後
玉
分
の
利
子
を
生
.
 

す
べ
き

」

。
に
言
及
す
る
。

(
N
a
r
a
d
a

 

I, 

1
0
9)

蓋
し
友 

惝
に
依
6

て

貨

借

せ

ら

る

、
時

其

は

主

と

し

て

泔

费

物 

た
る
ベ
く

其
は
友
情
^
^
り
て
行
は
れ
し
も
の
に
し
て 

利
潤
の
爲
に
せ
ら
れ
し
に
非
る
が
故
：で
あ
る
。

法
典
は
利
子
額
を1

定
に
限
定
す
る
。

.其
は
消
®
物 

の
®

借
を
主
ど

す

る

時
、
偾
務
者
の
®
難
S
し
て
必
猓

笫
十
九
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鹖
羅
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教
法
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に
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微
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思
想
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に
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は
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思
想
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賊

3S
C

で
あ
：る
。
：

.法
典
はI

年
を
越
へ
^
る
刹
乎
U
取
ら
る
、
勘
な
し 

と

宛

め

て(Gautama, 
XIII 

3
〇；

M
a
n
u

 

V
I
I

 

153) 

利
子
额
を
1，
年
分
に
限
定
ザ
.る
。M

a
p
u

 

V

I

P(H
5
3に 

於
け
々
該
規
觉
に
關
す
る®
激
は各

-:S

に
異
な
る
解
釋 

を

持

し
K

&

*

R
a
g
k

は

「

約
定
利
乎
は
ー
年
以
內 

に
の
み
適
法
に
し
て
一
部
を
越
へ
し
時
は
®
利
子
に
據 

る
べ
き
も
のV

解

しG
o
v
.

は

「

一

年

を

®

へ

し

時

利 

子

は1
#

分
の
み
針
上
せ
ら
る
べ
き

」
V」

爲
す
。
而
し
,%
 

N
a
r
a
_

は

「

一
年
を
越
へ
^
る
.

」

.(at〖s£mvatar〖

日)
，tr

は

.

一

年
を
越
え
し
時
利
子
は
无
本
を
超
過
す
ベ
き
を
指 

稱
す
る
も
の
に
：し
て
典
は
元
本
ミ
等
し
き
限
度
に
於
て 

支
拂
は
る
べ
き
も
の
と
解
す
る
o
而
し
て
何
れ
の
_

に
.
 

侬
I
も1

非
以
上
の
利
子
を
神
時
に
•徵
收
す
る
‘時
偾
務 

，者

の

负

擔

ば

過

重

に

失

す

べ

き

と

認

め

で

蜮

減

せ

ん

と 

企
蘭
も
の
な
る
事
分
明
で
あ
'る
◊
.法
典
は
貨
幣
に
對
す

..も
元
.
^々」

.等
、丨
き
^
に
龜
す
る
時
最
早
增
大
す.る
.5]
1

« 

き
を
規
定
す
る
。(G

a
u
t
i
a
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貨
幣
以
外
の
貸
借
に
關
し
て
も.
®般
の
定
限
は 

存
す
る
も
.の

.に

し

て

元

本

、

/

」

利

.子

と

の

和

は

榖

物

な

.る
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時
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の
三
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な
る
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衣
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倍(Vishnu 
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果
實
，
羊
毛
、
毛
髮
、
駄
獸
は
五
倍

(
M
a
n
u
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」
5
1
〕

酒
、
油
、
蜜
、
牛
酪
、
砂
糖
：，
鹽
等
、

E
S

方
に
侬
：
 

り
て
貸
借
せ
ら
る
、
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は
八
®
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4
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な
る 

足
定
め
.て
其
限
度
に
達
す
る
時
最
早
街
大
せ
ざ
る
，ベ
き 

べ
^.
.̂
.示
す
0

過
重
な
る
偾
務
に
よ
り
て
益
々
：闽
厄
に
陷
る
ベ
を

.
 

.
保

讓

じ

免

其

慑

低

俾

の

生

活

を

傺

證

サ

ん

ど

企

る

法

典
 

«

i
り
進
ん
で
客
に
依
り
で
爲
さ
れ
し
偾
務
は
«
議

I:
侬

り

て

：借

入

せ

：：ら

れ

し

偾

務

も

.

「

保

證

に

依

る

；
か
、 

商
榮
取
別
に
翦
因
す
る
か
、飲
酒
に
.依
々
て
生
ず
る
か
、 

B
rl
ク
指
金
な
る
力
、
«
資

^
る
.
.
か
、
罰
金
な
る
か
の 

時
、
其
相

&
者
は
適
法
に
支
拂
の
義
務
を
免
る
べ
き
し
。

(
v
m

 

4
1
)：

を

定

め

其

他

一

切

の

偾

務

も

好

意

的

に

繼

.

. 

,
 

•

.

.

.

.

.

承
せ
ら
る
、
事
あ
る
に
過
ぎ
ず0
1
30:; 

4
S .
法

律

的

に

, 

.

何
等
の
强
制
力
な
ぐ
德
的
任
意
行
爲
なる

べ
し
き
规
足 

す
る
ノ
藍
し
父
に
侬
り
て
爲
さ
れ
し
俾
務
は
一切
相
a 

激
に
依
-
て̂
支
a
は
る
、、へ;&
も
の
？
な
れ
ば
家
產
ば
分"
 

栝
せ
ら
れ
て
一
家
の
存
立
を
，危
◊
し
且
つ
家
族
の
集
合 

的
財
產
が
、
其
管
理
者
に
ず
ぎ
ざ
る
家
長
の
個
人
的
行 

爲
に
依
^V 

•て
減
少
す
る
靡
は
不
合
理
な
ぅ
ミ
倣
す
に
侬
，
 

る
.の
で
あ
る
；
。
,

遺
般
の
徵
利
に
.對
す
る
非
難
、
利
率
に
關
す
る
制
限 

利
子
额
の
限
定
は
徵
利
貨
借
其
自
體
を
困
難
な
ら
し
め

. 

て
其
敬
達
を
阻
書
す
る
ど
俱
に
ー
年
以
上
の
利
子
を
禁 

じ
刹
子
を
元
本
ビ
等
し
き
以
上
に
增
大
せ
し
め
ざ
らi

£
す
る
•‘企
の
如
き
は
長
期
信
用
を
播
し..て
.@:
期
信
用
0 

み

に

局

；限

し

、

，债

務

は

子

に

依

.り
て
梱
續
せ
ら
れ
t
S 

の
法
規
は
：徵
利
貸
付
を
し
て
，著
し•

〜
危
險
な
る
も
の
ft 

ら
し
め
.た
。
，斯
く
し
で
古
代
④
度
に
於
て
ば
徵
利
貨
俾 

を
一
少
產
業
社
會
に
限̂

し
，てr

般
に
行
は
る
V
事
無
：
 

き
に
到
ら
し
め
た
。
紙
元
前
四
曲
期
に

M
a
g
a
d
h
a

 (
摩 

迦
陀〉

^
駐
在
せ
る
希
臘
人Me

g
a
s
t
h
e
n
e
s

を
し
て
遂 

に

「

印

度

人

は

貨

幣

を

高

利

.に

貸

借

す

る

事

な

く

且

つ
 

-貸
借
0
何
ぬ
る
や
を
知
悉
す
る
事
す
ら
な
し
。
高
利
に 

依
6
.て
他
.を
苦
し
む
る
が
如
&
は
印
度
固
葙
の
慣
習
-に

反
し
"
彼
等
は
貨
借
を
行
は
ず
擔
保
を
耍
求
す
る
事
な 

し」

。(
F
r
a
g
m
s
i

 

X

X

V. K)

ビ
の
言
を
爲
さ
し
む
る
に 

到
つ
た
。(
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n
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r
j
e
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 : 
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b
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d
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n
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I
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i
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I
9
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2
7
4
)

斯
如
刍
は
明
に誤

！！

 

で
あ
る
。
而
か
も
其
は
當
時
’に
於
け
る
印
度
に
於
て
は 

徴
利
贷
借
の
一
般
に
行
はる
、

事

な

く

取̂
小
規
模
に 

小
辰
部
に
周
限
せら
れ

し

の
事
實
を
推
知
せ
し
むo

も

の
で
あ
る
。
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